























序 ・・・・  4 
 





・・・・  8 





















2. 《 Pièce symphonique 》 
3. 《 Andantino 》 
4. 《 Grande pièce symphonique 》 
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思考を避けて通ることは不可能である。筆者の編曲においても《 Grande pièce 

















































































                                                   
1 César Franck, Selected piano compositions, Edited by Vincent d'Indy, New York: Dover, 1976; 








《 Prélude, fugue et variation 》ハルモニウムとピアノのための編曲、1873年。 
《 Rédemption 》ヴォーカル・スコア（オーケストラのみの部分はピアノ 4手）、1874年。 
《 Les Béatitudes 》ヴォーカル・スコア、1879年。 
《 ピアノ五重奏 》、1879年。 
《 ピアノとヴァイオリンのためのソナタ 》、1886年。 

















円熟期のフランクが生み出したピアノ独奏のための 2つの大作《 Prélude, 




ると、彼の遺したピアノ独奏のための作品は《 Les plaintes d'une poupée 》




                                                   

































（小数点第 2 位四捨五入） 
Pièce symphonique 1858-1863 81 約 13.5 
Andantino 1858 (132) (22) 
Grande pièce symphonique 1863 100 約 16.7 
Pièce héroïque 1878 27 約 4.3 
Prélude, choral et fugue 1884 20 約 3.3 
Prélude, aria et final 1886-1887 29 約 4.8 






節数をカウントした。例えば《 Pièce symphonique 》では、「12種類目の音」は 12小節の gis・


























                                                   
































                                                   
8 V. ダンディ『セザール・フランク』、85～86頁。 
9 同前、78～79頁。 
10 ジョン・トレヴィット 「フランク，セザール」、『ニューグローヴ 世界音楽大事典』 浅井香








ヴァーグナー《 Tristan und Isolde 》第一幕前奏曲冒頭 
（K.Klindworthによるヴォーカル・スコア）12 
  





17小節（Primo★の箇所）から《 Tristan und Isolde 》を思わせる動機（旋律）が現れる。 
                                                   
11 同前。 
12 Richard Wagner, Tristan und Isolde, edited and arranged by Karl Klindworth, Mainz: B. 
Schott's Söhne, 1906, p. 1. 
13 C. Franck, Les Eolides: Poe  me symphonique; transcrit pour piano à 4 mains,              






のための「第 2の」作品群の最初に《 Prélude, fugue et variation 》（オルガ



















                                                   













































円熟期のオーケストラ作品 作曲年 スコアの出版年 ピアノ 4手版の出版年 
Les Eolides 1875-1876 1893 1892 
Les Djinns 1882 1884 1884 
Variations symphoniques 1884 1893 1892 
Le chasseur maudit 1885 1893 1892 












                                                   











非常に貴重な情報源となる。例えば、交響詩《 Le chasseur maudit 》には、
次のようなフレーズがある。 
譜例 1 




                                                   











                                                   
3 C. Franck, Le Chasseur Maudit: Poe  me symphonique; transcriptio                  quatre 
mains, Paris: Grus, 1882, pp. 2-5. 
20 
 












choral et fugue 》の〈 Choral 〉69～76小節及びそれと類似の部分、もしく










《 Prélude, choral et fugue 》67小節～4 
 
 
《 Prélude, aria et final 》〈 Aria 〉冒頭5 
 
 
                                                   
4 C. Franck, Prélude, choral et fugue, Edited by Ernst-Günter Heinemann, fingering by 
Klaus Schilde, München: G. Henle, 1995, p. 10. 
本論文では以降、《 Prélude, choral et fugue 》の譜例は、特に注記がない限り全て上記のエデ
ィションを用いる。 
5 C. Franck, Prélude, aria et final, Edited by Ernst-Günter Heinemann, fingering by Klaus 
Schilde, München: G. Henle, 1991, p. 12. 



















































を経た後に、再び《 Prélude, choral et fugue 》や《 Prélude, aria et final 》
































































































たグールドの演奏が、ベートーヴェン《 交響曲第 5番 》の「多様な演奏」の
一角を担っていることを筆者が何の疑いもなく受け入れ、純粋に『運命交響曲』
                                                   
2 演奏会シリーズ第 3回以降の録音が、以下のウェブサイトで視聴できる。 
Kakunoclass - Youtube, <https://www.youtube.com/user/Kakunoclass>, accessed July 29, 2014. 
3 Ludwig van Beerhoven, transcribed by F. Liszt, Symphonie no. 5 for Piano, Glenn Gould, 






















                                                   
4 L. v. Beetyoven, Symphony No. 6 in F Major, Op. 68 "Pastoral", Braunschweig: Henry 
Litolff's Verlag, n. d.; Reprint, New York: Dover Publications, 1989, p. 2. 













ション」としての使用にもある程度は堪え得るもの（《 Pièce héroïque 》のデ
ュランによる編曲7）、筆者が専ら試みたのと同じく、作品の魅力を語り尽くし、
フランクを愛するピアノ奏者としての使命を果たそうとするもの（《 Prélude, 





                                                   
6 ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン『リスト編曲ベートーヴェン交響曲全集 II』フラン
ツ・リスト編曲、丸山桂介、小林仁校訂、東京：春秋社、1983年、2頁。 
7 C. Franck, Pièce héroïque; transcription pour piano, arranged by Jacques Durand, Paris: 
Durand, n. d. 
この編曲によって作品の魅力をある程度味わうことができるのは、デュランの編曲手法というよ
りは、原曲の譜面が偶然「ピアノにも適した」ものだったことによる部分が大きいと思われる。 
8 C. フランク『フランク集 2』イョルク・デームス編集・校訂、東京：春秋社、1996年、18～42頁。 
他には、同じくデームス編曲の《 Trois chorals 》第 2番(FWV39)*1やクロスリー編曲の同第 3
番(FWV40)*2も、極めて優れた、作品の魅力を雄弁に語った編曲作品である。 
*1 同前、2～13頁。 
*2 C. Franck, Choral no. 3, en la mineur, Paul Crossley, Sony Classical: SRCR 9738 (CD), 
track 11, recorded 1993, released 1994. 
9 C. Franck, Grande pièce symphonique; réduction pour piano 2 mains, arranged by 













先に挙げた編曲作品をこの図に当てはめるなら、《 Pièce héroïque 》のデュランによる編曲は
本質的には「愛好家用簡易編曲」でありながら「ピアノ音楽作品としてのトランスクリプション」
に近い演奏効果も多少は持ち合わせたもの、《 Prélude, fugue et variation 》のデームスによる





                                                   

































                                                   
11 Harold Truscott, “De l'écriture orchestrale d'Alkan,” in Bulletin de la Société Alkan 
No. 12 (July 1989), pp. 5-9. 
トラスコットが主として念頭に置いているのはアルカン《 協奏曲 》であるが、フランクのピア
































                                                   
13 ただし、的確な表現（表情）を伴った演奏でなければ、この特徴がたちどころに「短所」と
なってしまうことは言うまでもない。 
























































































                                                   
2 丸山慎「音楽を修辞する身体の技法――演奏家の身振りと表現に関する事例的検証――」、日





























                                                   










作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
11 / 379 
約 2.9% 
Prélude 
2 / 57 
約 3.5% 
Choral 
0 / 58 
0% 
Fugue 
9 / 264 
約 3.4% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
3 / 553 
約 0.5% 
Prélude 
0 / 189 
0% 
Aria 
2 / 107 
約 1.9% 
Final 





112 / 760 
約 14.7% 
1-330小節 
44 / 330 
約 13.3% 
330-459小節 
22 / 129 
約 17.1% 
460-760小節 
46 / 301 
約 15.3% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
111 / 1255 
約 8.8% 
第 1楽章 
47 / 293 
約 16.0% 
第 2楽章 
6 / 201 
約 3.0% 
第 3楽章 
41 / 343 
約 12.0% 
第 4楽章 
1 / 53 
約 1.9% 
第 5楽章 





334 / 1852 
約 18.0% 
第 1楽章 
234 / 1342 
約 17.4% 
第 2楽章 
3 / 192 
約 1.6% 
第 3楽章 
97 / 318 
約 30.5% 
 
フランク 2曲の合計：14 / 932＝約 1.5% 
 
百分率での数値は、小数点第 2位を四捨五入したもの。《 Prélude, choral et fugue 》の区分で
は、便宜上、フーガの前に置かれたフーガ主題のモチーフによる即興的な区間（116～157小節）
及び長大な結尾の区間（287小節以降）も〈 Fugue 〉に含めて扱った。《 Prélude, aria et final 》
の〈 Aria 〉では、楽譜に“Aria”と表記する位置が 17小節アウフタクトの位置から「即興的
な区間」の最初に移されたが（訂正時の筆跡が異なるためフランク自身の判断かどうかは不明7）、
これと上記の「116小節からを〈 Fugue 〉と見做す」筆者の判断は、便宜上「音楽の切れ目」
からを区間の始まりと見做す、という点で類似している。尚、ブラームス《 ソナタ 第 3番 》
の小節数は、記譜上のものではなく全てのリピートを含めて演奏した際に実際に奏される小節数
である。 
                                                   
7 C. Franck, Prélude, aria et final pour piano: manuscrit autographe, Presented by Jeanne 
































































作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
101 / 379 
約 26.6% 
Prélude 
11 / 57 
約 19.3% 
Choral 
35 / 58 
約 60.3% 
Fugue 
55 / 264 
約 20.8% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
109 / 553 
約 19.7% 
Prélude 
39 / 189 
20.6% 
Aria 
30 / 107 
約 28.0% 
Final 





171 / 760 
22.5% 
1-330小節 
73 / 330 
約 22.1% 
330-459小節 
36 / 129 
約 27.9% 
460-760小節 
62 / 301 
約 20.6% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
348 / 1255 
約 27.7% 
第 1楽章 
95 / 293 
約 32.3% 
第 2楽章 
33 / 201 
約 16.4% 
第 3楽章 
118 / 343 
約 34.4% 
第 4楽章 
13 / 53 
約 24.5% 
第 5楽章 





284 / 1852 
約 15.3% 
第 1楽章 
163 / 1342 
約 12.1% 
第 2楽章 
41 / 192 
約 21.4% 
第 3楽章 
80 / 318 
約 25.2% 
 
























9 数値の上では一見フランクの《 Prélude, choral et fugue 》とさほど変わらないようにも見え
































作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
30 / 379 
約 7.9% 
Prélude 
6 / 57 
約 10.5% 
Choral 
7 / 58 
約 12.1% 
Fugue 
17 / 264 
約 6.4% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
54 / 553 
約 9.8% 
Prélude 
14 / 189 
約 7.4% 
Aria 
14 / 107 
約 13.1% 
Final 





27 / 760 
約 3.6% 
1-330小節 
11 / 330 
約 3.3% 
330-459小節 
2 / 129 
約 1.6% 
460-760小節 
14 / 301 
約 4.7% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
41 / 1255 
約 3.2% 
第 1楽章 
9 / 293 
約 3.1% 
第 2楽章 
12 / 201 
約 6.0% 
第 3楽章 
2 / 343 
約 0.6% 
第 4楽章 
3 / 53 
約 5.7% 
第 5楽章 





247 / 1852 
約 13.3% 
第 1楽章 
180 / 1342 
約 13.4% 
第 2楽章 
37 / 192 
約 19.3% 
第 3楽章 
30 / 318 
約 9.4% 
 
























































《 Prélude, choral et fugue 》69小節アウフタクト 
















































                                                   
10 Charles Henri Valentin Alkan, Douze études dans les tons mineurs op. 39 Deuxième suite, 





















《 Prélude, choral et fugue 》278小節～ 
 
《 Prélude, aria et final 》〈 Aria 〉38小節～ 
 
                                                   









《 交響曲 》4手版 第 1楽章 3小節 3拍目での手の配置 
 
Primo 菅原望、Secondo筆者 
Secondo13                                Primo 






                                                   
12 この特徴のために、フランクのピアノ 4手作品の演奏に際して、2人の奏者の間で他の作曲
家の連弾作品よりもはるかに綿密な打ち合わせが必要となることは言うまでもない。 
13 C. Franck, Symphonie pour orchestre;    duction pour pi      4 m i s p r l’auteur, Paris: 
J. Hamelle, 1890, p. 2. 


















































るため、「交錯」としてカウントした。類似の箇所及び第 2楽章 104小節も同様。 
 
 











                                                   
14 Johannes Brahms, Sonaten, Scherzo und Balladen, Edited and fingering by Walter 
Georgii, München: Henle, 1984, p. 75. 
以降、ブラームス《 ソナタ第 3番 》の譜例は全て上記のエディションを用いる。 
15 フランツ・リスト『リスト ピアノ作品集 オリジナル作品編 第 3巻』 東京：ヤマハミュー
ジックメディア（ムジカ・ブダペスト社ライセンス版）、2001年、95頁。 
以降、リスト《 ソナタ 》の譜例は全て上記のエディションを用いる。 
53 
 






























作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
54 / 379 
約 14.2% 
Prélude 
7 / 57 
約 12.3% 
Choral 
22 / 58 
約 37.9% 
Fugue 
25 / 264 
約 9.5% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
35 / 553 
約 6.3% 
Prélude 
11 / 189 
約 5.8% 
Aria 
3 / 107 
約 2.8% 
Final 





152 / 760 
20% 
1-330小節 
55 / 330 
約 16.7% 
330-459小節 
32 / 129 
約 24.8% 
460-760小節 
65 / 301 
約 21.6% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
272 / 1255 
約 21.7% 
第 1楽章 
107 / 293 
約 36.5% 
第 2楽章 
28 / 201 
約 13.9% 
第 3楽章 
80 / 343 
約 23.3% 
第 4楽章 
11 / 53 
約 20.8% 
第 5楽章 





407 / 1852 
約 22.0% 
第 1楽章 
252 / 1342 
約 18.8% 
第 2楽章 
13 / 192 
約 6.8% 
第 3楽章 
142 / 318 
約 44.7% 
 
フランク 2曲の合計：89 / 932＝約 9.5% 
 



























が、そのことで《 Prélude, choral et fugue 》全体の数値が引き上げられてい
ることを差し引いても16、《 Prélude, aria et final 》の数値は極めて低いと言え
よう。確かに筆者自身、《 Prélude, choral et fugue 》に比べ《 Prélude, aria et 
final 》にはより落ち着いた雰囲気を感じ取っており、また演奏に際しても体力
                                                   







がりかねない。実際、コルトーは《 Prélude, aria et final 》に関して、「表現
のために、ピアノが特にどうしても取り上げられざるを得ない楽器であったと
いう印象を、私は受けない。」と述べているし17、円熟期に生み出された 2つの







は《 Prélude, aria et final 》の「落ち着いた響き」にこそ作品固有の魅力を感











                                                   




Alfred Cortot, Alfred Cortot II (Great pianists of the 20th century; 21), Universal Music: 









作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
136 / 379 
約 35.9% 
Prélude 
24 / 57 
約 42.1% 
Choral 
39 / 58 
約 67.2% 
Fugue 
73 / 264 
約 27.7% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
97 / 553 
約 17.5% 
Prélude 
46 / 189 
約 24.3% 
Aria 
21 / 107 
約 19.6% 
Final 





212 / 760 
約 27.9% 
1-330小節 
91 / 330 
約 27.6% 
330-459小節 
40 / 129 
約 31.0% 
460-760小節 
81 / 301 
約 26.9% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
278 / 1255 
約 22.2% 
第 1楽章 
85 / 293 
約 29.0% 
第 2楽章 
55 / 201 
約 27.4% 
第 3楽章 
54 / 343 
約 15.7% 
第 4楽章 
12 / 53 
約 22.6% 
第 5楽章 





389 / 1852 
約 21.0% 
第 1楽章 
207 / 1342 
約 15.4% 
第 2楽章 
14 / 192 
約 7.3% 
第 3楽章 
168 / 318 
約 52.8% 
 






































作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
86 / 379 
約 22.7% 
Prélude 
17 / 57 
約 29.8% 
Choral 
18 / 58 
約 31.0% 
Fugue 
51 / 264 
約 19.3% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
69 / 553 
約 12.5% 
Prélude 
38 / 189 
約 20.1% 
Aria 
18 / 107 
約 16.8% 
Final 





85 / 760 
約 11.2% 
1-330小節 
49 / 330 
約 14.8% 
330-459小節 
8 / 129 
約 6.2% 
460-760小節 
28 / 301 
約 9.3% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
125 / 1255 
約 10.0% 
第 1楽章 
4 / 293 
約 1.4% 
第 2楽章 
41 / 201 
約 20.4% 
第 3楽章 
32 / 343 
約 9.3% 
第 4楽章 
3 / 53 
約 5.7% 
第 5楽章 





155 / 1852 
約 8.4% 
第 1楽章 
93 / 1342 
約 6.9% 
第 2楽章 
9 / 192 
約 4.7% 
第 3楽章 
53 / 318 
約 16.7% 
 








作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
86 / 136 
約 63.2% 
Prélude 
17 / 24 
約 70.8% 
Choral 
18 / 39 
約 46.2% 
Fugue 
51 / 73 
約 69.9% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
69 / 97 
約 71.1% 
Prélude 
38 / 46 
約 82.6% 
Aria 
18 / 21 
約 85.7% 
Final 





85 / 212 
約 40.1% 
1-330小節 
49 / 91 
約 53.8% 
330-459小節 
8 / 40 
20% 
460-760小節 
28 / 81 
約 34.6% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
125 / 278 
約 45.0% 
第 1楽章 
4 / 85 
約 4.7% 
第 2楽章 
41 / 55 
約 74.5% 
第 3楽章 
32 / 54 
約 59.2% 
第 4楽章 
3 / 12 
25% 
第 5楽章 





155 / 389 
約 39.8% 
第 1楽章 
93 / 207 
約 44.9% 
第 2楽章 
9 / 14 
約 64.3% 
第 3楽章 
53 / 168 
約 31.5% 
 










































作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 
4 / 379 
約 1.1% 
Prélude 
0 / 57 
0% 
Choral 
1 / 58 
約 1.7% 
Fugue 
3 / 264 
約 1.1% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
7 / 553 
約 1.3% 
Prélude 
3 / 189 
約 1.6% 
Aria 
0 / 107 
0% 
Final 





25 / 760 
約 3.3% 
1-330小節 
13 / 330 
約 3.9% 
330-459小節 
0 / 129 
0% 
460-760小節 
12 / 301 
約 4.0% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
119 / 1245 
約 9.6% 
第 1楽章 
26 / 293 
約 8.9% 
第 2楽章 
14 / 201 
約 7.0% 
第 3楽章 
58 / 343 
約 16.9% 
第 4楽章 
2 / 53 
約 3.8% 
第 5楽章 





173 / 1852 
約 9.3% 
第 1楽章 
138 / 1342 
約 10.3% 
第 2楽章 
8 / 192 
約 4.2% 
第 3楽章 
27 / 318 
約 8.5% 
 












作曲家・作品 合計(該当小節/全小節) 楽章（区分）   
Franck： 
Prélude, choral et fugue 
 






1 / 22 
約 4.5% 
Fugue 
3 / 25 
12% 
Franck： 
Prélude, aria et final 
 
7 / 35 
20% 
Prélude 
3 / 11 
約 27.3% 
Aria 
0 / 3 
0% 
Final 





25 / 152 
約 16.4% 
1-330小節 
13 / 55 
約 23.6% 
330-459小節 
0 / 32 
0% 
460-760小節 
12 / 65 
約 18.5% 
Brahms： 
Sonate Nr.3 f-moll Op.5 
 
 
119 / 272 
約 43.8% 
第 1楽章 
26 / 107 
約 24.3% 
第 2楽章 
14 / 28 
50% 
第 3楽章 
58 / 80 
72.5% 
第 4楽章 
2 / 11 
約 18.2% 
第 5楽章 





173 / 407 
約 42.5% 
第 1楽章 
138 / 252 
約 54.8% 
第 2楽章 
8 / 13 
約 61.5% 
第 3楽章 
27 / 142 
約 19.0% 
 














ブラームス《 ソナタ 第 3番 》第 5楽章 5小節～ 
 
 





























Brahms／Alkan        Franck／Liszt 






                                                   
20 リストよりも音域をコンパクトに用いようとする（広げようとしない）フランクは、「内側を
重視する」姿勢がより強いと言える。また、「外側へと音域を広げてゆく」際に、それが鍵盤の


























表 4および表 5より抜粋 
作曲家 使用音域が 4 オクターヴを超える小節 片手の使用音域が 2 オクターヴを超える小節 
Franck 約 9.5% 25% 
Liszt 20% 約 27.9% 
Brahms 約 21.7% 約 22.2% 
Alkan 約 22.0% 約 21.0% 
 







これと同じ特徴（関係性）は、表 6と表 7からも見て取れる。 
 
表 9 
表 6および表 7より抜粋 
作曲家 全体 4 オクターヴ超・片手 2 オクターヴ以内 全体 4 オクターヴ以内・片手 2 オクターヴ超 
Franck 約 1.2% 約 16.6% 
Liszt 約 3.3% 約 11.2% 
Brahms 約 9.6% 約 10.0% 


































































































                                                   
21 大久保賢 「手のドラマ――ショパン作品を弾いて体験する」、岡田暁生監修『ピアノを弾く
身体』、東京：春秋社、2003年、185頁。 
